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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

マ ク ロ か ら ミ クロ の 各階 層 に お け る 生命 科 学研 究 を 推 進 し 、優 れ た 研究 成 果 を 得 た 。ま た

研 究 成 果 と 共 に、学 部学 生 、院 生 が 先端 研 究に 参 画 す る こ とで 、現代 自 然 科 学 研 究の 実 相に

触 れ 、仮 説 の 設 定 、実験 計 画 、実 験 実 践 、論文 作 成 の 一 連 の実 体 験を 得 て 、科 学 的 な ものの

見 方 、考 え 方、ま た 方 法論 を 身 に 付 け た次 世 代を 担 う 教 育 者 、研 究 者の 養 成 を 行 う こと が で

き た 。 研 究 成 果の 概 要を 以 下 に 示 し た。  

 

(1)RNA お よ び RNA-タ ンパ ク 質 複 合 体 の構 造 と機 能 の 研 究 に つい て 、１）HIV Rev タ ンパ ク 質

と RRE RNA の 相 互 作 用の メ カ ニ ズ ム 、２ ） RNA を 用 い た 新 規 小分 子 検出 法 の 開 発 、 およ び 、

３ ） 原 始 的 な 翻訳 モ デル 反 応 の 構 築 を行 っ た。 (2) ク ロ オオ ア リ の 育児 行 動 を モ デ ルに 、 昆

虫 の 社 会 行 動 を行 動 生理 学 的 に 研 究 した 。これ ま で の 結 果 、個 々 のア リ が 有 す る「嗅 覚 の選

択 的 注 意 」 は 、社 会 形成 に は 重 要 な 能力 で ある こ と を 示 唆 した 。 (3) バ イ オ デ ィ ー ゼル 資 源

と し て 有 用 な 珪藻 種 の分 類 と 系 統 、タイ 北 部 河川 水 環 境 と 珪 藻種 の 関係 、新 殻 形 成 過程 に お

け る 動 態 シ リ カ粒 子 の状 態 の 解 析 を 行う と 共に 、珪 藻 を 用い た 多 言 語版 教 材 の 開 発 とそ の 実

践 検 証 を 行 っ た。 (4) 葉の サ イ ズ 決 定 機構 を 明ら か に す る た め、 「 補償 作 用 」 の 理 解が 鍵 で

あ る 。補 償 作 用 と は 、ある 種 の 突 然 変 異に よ り、葉 の 細 胞 数 が 減 少する と 、過 剰 な 細 胞 伸長

が 誘 導 さ れ る 現象 で ある 。現 在 、補償 作 用 を 示す シ ロ イ ヌ ナ ズナ の 液胞 型 プ ロ ト ン ポン プ 機

能 欠 損 型 突 然 変異 体 を用 い て 葉 の サ イズ 制 御機 構 の 解 明 に 取り 組 んで い る 。 (5) 生 殖 細 胞 の

形 成・成熟 過 程 の 調節 を細 胞 レ ベ ル 、分 子 レベ ルで 総 合 的 に 解 明す る こと を 研 究 目 的 とし て 、

ヒ ト デ の 卵 成 熟を モ デル に 調 節・制御 に 関 わ るホ ル モ ン 分 子 の同 定 およ び 作 用 機 構 につ い て

研 究 を お こ な った 。 (6) グ ッ ピ ー な ど の小 型 魚類 を 用 い て 、 性淘 汰 にお け る 雌 雄 の シグ ナ ル

の 多 様 性 や 配 偶相 手 に対 す る 選 好 性 など の 行動 生 態 学 的 研 究を 行 い 、配 偶 者 選 択 に おけ る 視

覚 刺 激 や 化 学 刺激 の 重要 性 を 明 ら か にし た 。 (7) 本 年 度 の研 究 は 三 つの 部 分 か ら な る。 第 一

に 、 シ ロ イ ヌ ナズ ナ の Ca 2 +透 過 性 機 械 受 容 チ ャネ ル MCA2 の 立体 構 造 を明 ら か に し た 。第 二

に 、 コ リ ネ 型 細菌 の 機械 受 容 チ ャ ネ ル MscCG の 電 気 生 理 学 的性 質 を明 ら か に し た 。第 三 に 、

出 芽 酵 母 の Ca 2 +チ ャ ネ ル の 活 性 が 上 昇 す る 突 然 変 異 と 減 少 す る 突 然 変 異 の 変 異 部 位 を 明 ら

か に し た 。 (8)キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ 種 群 を 用 い て 種 間 変 異 を 調 べ る 進 化 遺 伝 学 的 研 究 を

行 っ た 。 (9)フ タホ シ コオ ロ ギ の 記 憶 中枢 ニ ュー ロ に 存 在 する GABA 受容 体 、 持 続性 Na チャ

ネ ル の 基 本 性 質を 明 らか に し た 。  
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Implications of H +-PPase in plant development 
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葉 は 自 分 の 大 きさ を どの よ う に 認 識 して い るの か ？  

東 京 学 芸 大 学 附属 高 等学 校 ス ー パ ー ・サ イ エン ス ・ ハ イ ス クー ル （ SSH） 特 別 講 義   
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Regulatory mechanism of relaxin-like gonad-stimulating substance in reproduction of 
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Diatom assemblages distribution along environmental gradients and estimates of species 

optima and tolerance for nutrients in the Nakdong River, Korea. 

日 本 珪 藻 学 会 国際 ミ ニシ ン ポ ジ ウ ム ：東 ア ジア の 珪 藻  
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阿 部 槙 人 ・ 田 邉将 司 ・鈴 木 彰 ・ 熊 代 善一 ・ 糸賀 和 義 ・ 岡 野 光夫 ・ 真山 茂 樹 ・ 梅 村 和夫  

一 次 元 動 画 解 析に よ る Navicula pavillardii の 反 転 運 動 の 速度 変 化解 析 ．  

日 本 珪 藻 学 会 第 34 回 大会  

越 谷 、 2013 年 5 月 18 日  
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Compensated cell expansion in KRP2 o/e is mediated through increased V-ATPase activity 
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札 幌 、 2013 年 9 月 15 日  

 

FERJANI Ali 

液 胞 膜 局 在 形 H +-PPaseによ る PPiの 除 去 機能 が 表皮 細 胞 の 形 状 およ び 気孔 の 発 達 に 与 える 影 響  

第 5回 植 物 科 学 若手 研 究会  

犬 山 、 2013年 12月 7日  

 

Mita, M., Haraguchi, S., Yamamoto, K., and Tsutsui, K. 

Involvement of Gs-proteins in the action of gonad-stimulating substance on starfish 

ovarian follicle cells 

The 17th International Congress of Comparative Endocrinology 

Universitat de Barcelona (Barcelona, Spain), 2013年 7月 16日  

 

Haraguchi, S., Hara, S., Ubuka, T., Mita, M., and Tsutsui, K. 

Pineal allopregnanolone saves cerebellar Purkinje cells from apoptosis 

The 17th International Congress of Comparative Endocrinology 

Universitat de Barcelona (Barcelona, Spain), 2013年 7月 18日  

 

Mita, M., Haraguchi, S., Watanabe, M., Takeshige, Y., and Tsutsui, K. 

-protein in ovarian follicle cells following oogenesis 

in starfish 
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パ シ フ ィ コ 横 浜  (横 浜 ), 2013 年 9 月 11 日  

 

渡 辺 美 秀 , 山 本和 俊 , 三 田 雅 敏  

ヒ ト デ 卵 濾 胞 細胞 の 1-メ チ ル ア デ ニ ン生 産 に対 す る Ca 2 +欠 如 海 水 処理 の 影 響  

第 84回 日 本 動 物学 会  

岡 山 大 学 津 島 キャ ン パス  (岡 山 ), 2013 年 9 月 26 日  

 

原 口 省 吾 , 原  桜子 , 産賀 崇 由 , 三 田 雅敏 , 筒井 和 義  

松 果 体 で 合 成 され た アロ プ レ グ ナ ノ ロン は 小脳 プ ル キ ン エ 細胞 の 細胞 死 を 防 ぐ  

第 84回 日 本 動 物学 会  
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鈴 木 悠 子 ,  原 口 省 吾 , 山本 雄 三 , 張  雋 螢 , 小 山鉄 平 , 三 田 雅 敏 , 上 田  宏 , 筒 井 和 義  

サ ケ の 遡 上 行 動を 促 進す る -ヒ ド ロ キ シ プレ グ ネ ノ ロ ン の作 用 機構  

第 84回 日 本 動 物学 会  

岡 山 大 学 津 島 キャ ン パス  (岡 山 ), 2013 年 9 月 26 日  

 

渡 邉 美 秀 , 原 口省 吾 , 山 本 和 俊 , 筒 井和 義 , 三 田 雅 敏  

解 離 し た イ ト マキ ヒ トデ 卵 濾 胞 細 胞 は生 殖 腺刺 激 ホ ル モ ン （ GSS） に対 す る 応 答 を 消失 す る  

第 38回 日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会 ・ 第 40回 日 本神 経 内 分 泌 学 会学 術 集会 合 同 大 会  

宮 崎 市 民 プ ラ ザ  (宮 崎 ), 2013年 10月 25日  

 

原 口 省 吾 , 原  桜子 , 産賀 崇 由 , 三 田 雅敏 , 筒井 和 義  

松 果 体 に お け るニ ュ ーロ ス テ ロ イ ド の生 合 成と 生 理 作 用  

第 38回 日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会 ・ 第 40回 日 本神 経 内 分 泌 学 会学 術 集会 合 同 大 会  

「 Sun-rising Symposium」  

宮 崎 市 民 プ ラ ザ  (宮 崎 ), 2013 年 10 月 26 日  

 

重 政 彰 徳 、中 山 義 敬、飯 野 敬 矩 、飯 田 秀 利、細 川 陽 一 郎   フェ ム ト秒 レ ー ザ ー 誘 起衝 撃 力に よ

る 分 裂 酵 母 細 胞の カ ルシ ウ ム イ オ ン 応答 の 個別 解 析   第 51回日 本 生物 物 理 学 会 年 会． 京 都市 ．

2013年 10月 28日〜 30日    

 

中 山  義 敬 、 平 田  愛 子 、 飯 田  秀 利   分 裂 酵 母 の 低 浸 透 圧 シ ョ ッ ク 後 の 生 存 に は た ら く 細 胞 内

機 械 受 容 チ ャ ネル   酵母 遺 伝 学 フ ォ ーラ ム 第 46回 研 究 報 告 ． 仙台 市 ． 2013年 9月 8日 ～ 10日    

 

高 森  久 樹 ， 渡 部  兼 介  

Drosophila suzukii種亜 群 に お け る 翅（ は ね） の 構 造 色 パ ター ン の比 較  



第 84回 日 本 動 物学 会  

岡 山 大 学 津 島 キャ ン パス  (岡 山 ), 2013 年 9 月 27 日  

 

 

6.学 会 発 表 （ ポ ス タ ー）  

Satoshi Tanamura, Hiroto Terakado and Kazuo Harada 

Analysis of the HIV Rev-RRE complex using a bacterial reporter assay 

The 40th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry 

神 奈 川 、 2013 年 11 月  

 

伊 藤 彩 奈 ・ 真 山茂 樹  

多 摩 川 河 口 に おけ る 珪藻 フ ロ ラ の 予 備的 研 究．  

日 本 珪 藻 学 会 第 33 回 研究 集 会  

瀬 底 、 2013 年 11 月 16 日  

 

今 村 悠 ・ 堀 駿 一朗 ・ 大野 智 宏 ・ 真 山 茂樹  

培 地 温 度 及 び 基板 が Nitzschia palea の 運 動 に与 え る 影 響 ．  

日 本 珪 藻 学 会 第 33 回 研究 集 会  

瀬 底 、 2013 年 11 月 16 日  

 

佐 渡 谷 雄 介 ・ 長尾 一 希・ 及 川 良 太 ・ 花田 修 賢・ 杉 岡 幸 次 ・ 真山 茂 樹・ 梅 村 和 夫  

二 次 元 動 画 解 析に よ る珪 藻 運 動 ベ ク トル の 定量 評 価 ．  

日 本 珪 藻 学 会 第 33 回 研究 集 会  

瀬 底 、 2013 年 11 月 16 日  

 

Intana Chanthirath, Kevin Haglin, Shigeki Mayama, and Matthew Julius 

Why do some siliceous components sink and others float, observations of Cyclotella 

meneghiniana in mass culture. 

日 本 珪 藻 学 会 第 33 回 研究 集 会  

瀬 底 、 2013 年 11 月 16 日  

 

Matthew Julius, William Gorcica and Shigeki Mayama 

Adding a macroscale gamescape to SimRiver a widely adopted environmental education 

software tool. 

日 本 珪 藻 学 会 第 33 回 研究 集 会  

瀬 底 、 2013 年 11 月 16 日  

 

壁 谷 裕 亮 ・ 洲 澤多 美 枝・ 真 山 茂 樹 ・ 出井 雅 彦  

外 来 種 と 思 わ れ る Gomphoneis minuta と Cymbella janischii の殻 形 態と 分 布 ．  

日 本 珪 藻 学 会 第 34 回 大会  

越 谷 、 2013 年 5 月 18 日  

 

江 幡 貴 雄 ・ 林 田拓 也 ・真 山 茂 樹 ・ 山 田武 範 ・梅 村 和 夫  

珪 藻 殻 に よ る DNA-CNT 複 合 体 の 吸 着 ・回 収 の可 能 性 ： 蛍 光 顕微 鏡 によ る 吸 着 特 性 の評 価 ．  

日 本 珪 藻 学 会 第 34 回 大会  

越 谷 、 2013 年 5 月 18 日  

 

福 田 茉 由 、 瀬 上紹 嗣 、 Ali Ferjani、 前島 正 義  

液 胞 膜 H +− ピ ロ ホ スフ ァタ ー ゼ の 分 子 細胞 生 理学  

第 77回 日 本 生 化学 会 中部 支 部 例 会 ・ シン ポ ジウ ム プ ロ グ ラ ム・ 抄 録集   

名 古 屋 、 2013年 5月 25日  

 

Ali Ferjani, Mana Katano, Yusuke Kazama, Tomonari Hirano, Tomoko Abe, Hirokazu Tsukaya 

ECH2 AND H +-PYROPHOSPHATASE CORRELATIVELY ACT IN OILSEED MOBILIZATION DURING GERMINATION 

24th International Conference on Arabidopsis Research 

Sydney、 2013年 6月 24日  

 

郡 司 玄 , 塚 谷 裕一 , Ferjani Ali 

シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ H +-PPaseは 表 皮 細 胞 の 形状 と 気孔 の 発 達 に も 関与 す る  

日 本 植 物 形 態 学会 第 25回 総 会 ・ 大 会 プロ グ ラム   

札 幌 、 2013 年 9 月 13 日  

 

Ferjani Ali, Segami Shoji, Horiguchi Gorou, Muto Yukari, Maeshima Masayoshi, Tsukaya 



Hirokazu 

Keep an eye on PPi: The vacuolar-type H +-pyrophosphatase regulates postgerminative 

development in Arabidopsis 

日 本 植 物 形 態 学会 第 25回 総 会 ・ 大 会 プロ グ ラム  (平 瀬 賞 受 賞記 念 のポ ス タ ー )  

札 幌 、 2013 年 9 月 13 日  

浅 岡  真 理 子 、 瀬上  紹嗣 、 Ali Ferjani、  前島  正 義  

液 胞 膜  H +- Pyrophosphatase の 酵 素 活 性と 生 理  現 象 の 関 連 性 の解 析  

日 本 植 物 学 会 第 77回 大会  研 究 発 表 記録  

札 幌 、 2013 年 9 月 14 日  

 

福 田  茉 由 、 瀬 上  紹 嗣、 Ali Ferjani、前 島  正 義  

液 胞 膜  H +- ピ ロ ホ スファ タ ー ゼ の 分 子細  胞 生理 学  

日 本 植 物 学 会 第 77回 大会  研 究 発 表 記録   

札 幌 、 2013 年 9 月 15 日  

 

郡 司  玄 , 塚 谷  裕 一 , Ferjani Ali 

ピ ロ リ ン 酸 の 過剰 な 蓄積 が 表 皮 細 胞 の形 状 と気 孔 の 発 達 に 明確 な 影響 を 及 ぼ す            

「 植 物 発 生 ロ ジッ ク 」平 成 25年 度 若 手ワ ー クシ ョ ッ プ   

大 阪 、 2013年 11月 30日  

 

福 田 茉 由 ， 瀬 上紹 嗣 ， Ali Ferjani, 前島 正 義  

リ ン 酸 お よ び ピロ リ ン酸 濃 度 は 植 物 の形 態 形成 に 明 確 な 影 響を 及 ぼす  

日 本 農 芸 化 学 会中 部 支部 第 168回 例 会   

名 古 屋 、 2013年 10月 12日  

 

三 田 雅 敏 , 原 口省 吾 , 筒 井 和 義 , 中 村  將  

グ ル タ ミ ン 酸 によ る イト マ キ ヒ ト デ 放卵 抑 制作 用 に つ い て  

第 38回 日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会 ・ 第 40回 日 本神 経 内 分 泌 学 会学 術 集会 合 同 大 会  

宮 崎 市 民 プ ラ ザ  (宮 崎 ), 2013年 10月 25日  

 

竹 重 友 貴 , 原 口省 吾 , 山 本 和 俊 , 筒 井和 義 , 三 田 雅 敏  

イ ト マ キ ヒ ト デ 卵 濾 胞 細 胞 の 生 殖 腺 刺 激 ホ ル モ ン に 対 す る シ グ ナ ル 情 報 伝 達 系 の 活 性 調 節 機

構  

第 38回 日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会 ・ 第 40回 日 本神 経 内 分 泌 学 会学 術 集会 合 同 大 会  

宮 崎 市 民 プ ラ ザ  (宮 崎 ), 2013年 10月 25日  

 

原 口 省 吾 , 鈴 木悠 子 , 田 代 渓 一 郎 , 三田 雅 敏 , 筒 井 和 義  

精 巣 由 来 ア ン ドロ ゲ ンに よ る 脳 内 -ヒ ド ロキ シ プ レ グ ネ ノロ ン 合成 制 御  

第 38回 日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会 ・ 第 40回 日 本神 経 内 分 泌 学 会学 術 集会 合 同 大 会  

宮 崎 市 民 プ ラ ザ  (宮 崎 ), 2013 年 10 月 25 日  

 

鈴 木 悠 子 ,  原 口 省 吾 , 山本 雄 三 , 張  雋 螢 , 小 山鉄 平 , 三 田 雅 敏 , 上 田  宏 , 筒 井 和 義  

サ ケ の 遡 上 行 動を 促 進す る -ヒ ド ロ キ シ プレ グ ネ ノ ロ ン の作 用 機構  

第 38回 日 本 比 較内 分 泌学 会 大 会 ・ 第 40回 日 本神 経 内 分 泌 学 会学 術 集会 合 同 大 会  

宮 崎 市 民 プ ラ ザ  (宮 崎 ), 2013 年 10 月 25 日  

 

佐 藤 綾 ・ 狩 野 賢司 ・ 河田 雅 圭 .  

グ ッ ピ ー に お ける 雌 の配 偶 者 選 択 行 動の 遺 伝性 .   

日 本 動 物 行 動 学会 第 32 回 大 会  

広 島 、 2013 年 11 月 29 日 〜 12 月 1 日  

 

中 野 正 貴 、  鮫 島 梨 花 、 飯 田 秀 利   シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ の 機 械 受 容 チ ャ ネ ル MCA2を 欠 損 し た 株 の 新

た な 表 現 型   第 55回 日本 植 物 生 理 学 会年 会 ．富 山 市 ． 2014年 3月 18日〜 20日  

 

吉 野 正 巳  

コ オ ロ ギ の ケ ニオ ン 細胞 に 見 ら れ る NO シ グ ナル 伝 達 系 の 膜 興奮 変 容作 用  

第 84回 日 本 動 物学 会  

岡 山 大 学 津 島 キャ ン パス  (岡 山 ), 2013 年 9 月 27 日  

 

吉 野 正 巳  

昆 虫 の 記 憶 中 枢ニ ュ ーロ ン に 見 出 さ れた 持 続性 Na電 流 の 性 質  

第 91回 日 本 生 理学 会 大会  

鹿 児 島 大 学 郡 元キ ャ ンパ ス （ 鹿 児 島 ）、 2014年 3月 16日  



 

7.そ の 他  

鈴 木 信 雄 , 福 森義 宏 , 又 多 政 博 , 関 口俊 男 , 小 木 曽 正 造 , 三田 雅 敏 , 笹 山 雄 一  

口・腸・肛 門 も 無 い 変な 動 物（ マシ コ ヒ ゲ ムシ ）は ど うや っ て 生 きて い る か ？ そ れに 未 来は あ

る か ？  

第 84回 日 本 動 物学 会 , 動 物 学 ひ ろ ば ,玉野 海 洋博 物 館 , 玉 野  (岡 山 ), 2013年 9月 28日  

 


